
令和６年度「実施計画 兼 まちづくり達成状況報告書」（事務事業点検シート） 

課等名： 図書館 シート No.： 52 作成日： 2025.5/13 

 

① 総合計画上の位置付けと事務事業の背景・目的と目標 

後

期

基

本

計

画 

施策の大綱 
Ⅲ学校教育・生涯学習の推

進 

事務事業の背景・目的 事務事業の目標 

読書離れが進んでいる中、来館者をさらに増やす

ための魅力ある事業を実施します。 

 

学校との連携を図ることによって、本に親しむ機

会を図ります。 

講演会や各種イベントを実施することで、普段図

書館を利用しない市民の来館を促し、図書利用カ

ードの作成及び一人当たりの貸出数の増加につな

げることを目的とします。 

 

学校との連携を図ることによって、児童生徒の本

に親しむ機会を増やすことを目的とします。 

施策の目標 
２生涯を通じた学習活動を

促進する 

施策 １生涯学習 

施策内容 図書館活動の推進 

その他、根拠法令 

及び分野別計画等 
― 

事務事業名 図書事業の推進 

 

② アクティビティ（活動・事業）とアウトプット（結果） ③ インプット（投入） 

アクティビティ（活動・事業） アウトプット（結果） 

Ｒ６予算額 Ｒ６決算額 活動名・事業名 

（対象年） 
Ｒ６活動・事業内容 指標（単位） 

Ｒ６目標値 Ｒ７目標値 

Ｒ６実績値 Ｒ８目標値 

私のおすすめの一冊

（児童書、一般書） 

（Ｒ６・７・８） 

利用者のおすすめの本をカードに書いて掲示板に貼

り付けてもらう。 
各 1回（冊） 

50 70 0 
千円 

0 
千円 69 70 

レレコスモス 

コンサート 

（Ｒ６・７・８） 

二水会館でミニコンサートを開催し、図書館と二水

会館の利用促進を図る。 
1回（人） 

40 40 43 
千円 

43 
千円 74 40 

図書リサイクルフェア

（春・秋） 

（Ｒ６・７・８） 

図書館での保存を終了した本や雑誌等を、利用者等

に無償で提供する。 
各 1回（人） 

400 400 0 
千円 

0 
千円 436 400 

文化サークル作品展 

（Ｒ６・７・８） 
図書館で活動している文化団体の作品を展示する。 1回（点） 

40 40 0 
千円 

0 
千円 47 40 

クリスマス会（パネルシア

ター、バルーンアート） 

（Ｒ６・７・８） 

親子でパネルシアター鑑賞やバルーンアート作りに

参加してもらう。クリスマスにちなんだ絵本も展示

し、利用を促す。 
各 1回（人） 

50 50 30 
千円 

30 
千円 60 50 

ブックスタート 

（Ｒ６・７・８） 
12か月児健診時に親子へ絵本の読み聞かせや、図書

館の利用案内等を配布。 
月 1回（組） 

200 200 220 
千円 

220 
千円 238 200 

赤ちゃんとあそぼう 

（Ｒ６・７・８） 
乳幼児親子と、絵本の読み聞かせやわらべうたを楽

しむ。 

月 1回(6・8月除く)

（人） 

24 24 0 
千円 

0 
千円 33 24 

おはなし会／読み聞か

せボランティア派遣 

（Ｒ６・７・８） 

第 2・3・4 日曜日に、図書館内でボランティアによるおは

なし会を実施。希望する市内小学校・幼稚園・保育所等に

読み聞かせボランティアを派遣。ボランティア向けに、研

修も行う。 

おはなし会：月 3回(休

止除く)／ボランティア

派遣：随時（人） 

250(おはなし会) 280(おはなし会) 
74 

千円 
 73 
千円 277(おはなし会) 280(おはなし会) 

一日図書館員 

（Ｒ６・７・８） 
カウンター業務等を体験してもらい、子どもたちの

図書館への興味促進を促す。 
1回（人） 

２ ４ 0 
千円 

0 
千円 ２ ４ 

図書館見学・出前講座 

（Ｒ６・７・８） 
図書館を案内し、業務内容等を知ってもらい、子ど

もたちの図書館への親しみ・興味促進を促す。 
随時（人） 

180 180 0 
千円 

0 
千円 184 180 

 

④ アウトカム（成果） ⑤ 点検・改善 

指標名 目標値 Ｒ６実績値 

 

業務の振り返り 改善の余地 

イベント参加者数 1,036人 1,182人 
・図書館の定例イベントとして、定着しつつあ

るものについては、参加者数が堅調であるこ

とから一定の成果は出ていると思われます。   

今後は HP や館内掲示だけでなく、SNS 等を利

用してイベントの周知を図り、利用者を増や

していきます。 

・今後も、学校との連携を図ることによって、

本に親しむ機会を増やしていきます。 

・蔵書の充実に向けて、多岐にわたる図書・視

聴覚資料（ＣＤ）の購入を行い、利用者のリク

エストにも対応しました。今後も蔵書の充実

にむけて、購入を行い、利用者のリクエストに

も対応していきます。 

☐コスト ☐活動 ☒成果 ☐その他 

今後の方向性 

ブックスタート参加者

数 
200組 238組 

・自主事業の実施は、日頃図書館を利用しない

市民を呼び込み、図書館に親しみを感じても

らえる絶好の機会と思われます。より多くの

市民に図書館へと足を運んでいただけるよう

な魅力ある事業を今後も継続していきます。 

・学校との連携を強化し、児童生徒が本に親し

む機会を増やしていきます。 

・蔵書の充実に向けて、今後も継続して、資料

の購入を行い、利用者のリクエストにも対応

していきます。 

来館者数 23,000人 24,511人 

貸出数 110,000点 108,455点 

      

 


